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研究実績 

の概要 

 本研究においては，総社市保健福祉部と連携して，総社市民の健康づくりを主眼とした

介入試験を実施した．また，住民健診データや医療費などの分析を行うことにより，総社

市民の健康長寿を包括的に貢献する知見を得た．研究成果は，学術雑誌の原著論文などと

して，学術的発展に貢献した（論文４編，学会発表多数），また，それらの一部は，日本

体力医学会や日本生体医工学会において，優秀発表として表彰された． 

 また，本研究は，国等の外部資金の獲得の基盤となる研究成果を得た．2022年度までの

本研究の成果に関連して，2023年度の外部資金として，4件の獲得が内定している（文部

科学省科学研究費補助金２件，公益財団法人１件，民間助成金１件）． 

 

① 総社市民を対象とした介入試験の成果 

本事業は，総社市メディカルフィットネス講座として，2016年から継続して行われ，本

年で 7年目を迎え，総社市民の健康支援策として同保健福祉部として連携して行われて

きた．本年は，新型コロナウィルスの拡大に配慮し，オンライン形式での健康支援講座

を実施した．６ヶ月に渡り定期的な講座を実施し，のべ 350名超の参加を得た．介入前

にて，各種身体機能の検査を実施した． 

介入前後の検査に際して行った心肺機能検査において，脈波の生体情報解析に基づく

身体疲労の可視化の技術を開発した．この技術は，指尖脈波から得られる生体情報を解

析する技術であり，従来，心電図，血液分析，呼気ガス分析など高価な大型機器により

評価されてきた指標を指先の簡易測定から高精度に計測できることが確認されている．

この技術は，複数の学会にて優れた研究として表彰された． 

② ヒトの感情を推定する技術の開発 

脈拍ならびに脈拍間隔変動の計測精度を向上し，身体の情動を推定する技術を開発した．

これらの技術は，従来のストレス（負の感情）の評価と異なり，快の感情（ポジティブ感

情）を推定できることが評価され，２編の原著論文として発表された． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

③ 自然災害（西日本豪雨）に伴う健康被害に関する長期追跡研究 

本調査の目的は，2019 年の西日本豪雨被災地域を対象に災害からの復興期において日

常の習慣的な身体活動への災害に伴う社会環境の寄与を明らかにすることであった．客

観的な測定に基づく身体活動と国際身体活動アンケート環境モジュールによる身体活

動および近隣環境を明らかにした．本研究は，今後の災害発生時の避難対策を含めたガ

イドライン策定への発展を期待している． 
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